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詳しくは同窓会HP「お知らせ」をご参照下さい。
メールアドレスの登録をお願いします

右上  志峰祭  11月11日、12日に本郷キャンパスにて開催
右下 「アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト2023」
左　  練習船若潮丸に七尾市への支援物資の積み込み

挨拶　 定期総会　 退職教員からのメッセージ

近況報告　 新理事紹介　 同窓会事務局からのお知らせ



2

　同窓会会員の皆様、こんにちは。皆様いかが
お過ごしでしょうか。
　まずは、１月１日に発生した能登半島地震に
より被災された皆様に心よりお見舞い申し上げ
ますと共に、１日も早く復旧復興されることを
祈念しております。
　さて、昨年５月からコロナ感染症が５類とな
り、様々な活動が活発化した今年度でしたが、
１月１日に発生した能登半島地震により、多く
の方が被災しました。石川県ほどの被害ではな
かったとはいえ、富山県内各地や私の住み暮ら
す氷見市においても道路の破損や家屋の倒壊、
住宅地の液状化など、かなりの被害があり、す
べての復旧にはまだまだ長い年月がかかると思
いますが、多くの方々に支援していただきなが
ら、この災害をみんなの力で乗り越えていきた
いと思います。
　災害は、忘れた頃にやってくる。昔から富山
県は地震の少ない県だと聞くことが多々ありま
した。市の防災計画などもしっかりと整備はさ

れていましたが、本当に未曾有の災害に対して
はまだまだ準備不足だったのだと言うことを痛
感させられた災害でした。地震の直後、テレビ
では津波警報が流れ、すぐに避難するようにと
報道でも流れました。すぐに高台の避難場所へ
避難をしましたが、途中から渋滞で車が動かな
くなりました。本来であれば、津波に対する避
難は徒歩が原則ですが、パニックになると冷静
な判断ができませんでした。普段からもっと防
災意識を高めるために真剣に取り組む防災訓
練を定期的に行うことが必要だなと感じました。
今回の災害を教訓にし、日頃の備えを怠らない
ようこれから生活していこうと思います。
　コロナ感染症に始まり、次は能登半島地震と、
試練の連続ではありますが、乗り越えられない
ものはないと信じ、これからの同窓会活動も皆
様と共に進めてまいりますので、お力添えのほ
どをよろしくお願い申し上げます。
　最後に同窓会会員の皆様のご多幸ご健勝を
祈念申し上げます。

会長挨拶

人生は試練の連続

富山高等専門学校同窓会長  

II17  稲積 佐門

上：一階が完全に潰れた商店
中：走行中陥没した道路に落ちた軽トラック
右：外壁が崩れた家屋
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　富山高専の最近の取組みについて、一部では
ありますが、本紙面をお借りしてご紹介させて
いただきます。　
　日本国政府は2022年を「スタートアップ創
出元年」と定め、11月には「スタートアップ5
か年計画」を発表しました。本校は、文部科学
省が募集する高専スタートアップ教育環境整
備事業に「地域のウェルビーイング推進を支え
る起業人材育成につなげる連携体制の構築」
と題した事業提案をし、採択されました。
　まず、本郷キャンパスの共通棟2及び射水
キャンパスの専攻科棟に起業家工房を設置し、
設備を導入して試作品を製造できるようにし
ました。また、両キャンパスのほぼ中間に位置
する富山市蓮町にある県の創業支援センター：
SCOP TOYAMAに富山高専サテライトオフィ
スを設け、以下を実施しています。
　①入居スタートアップ企業との交流
　②スタートアップ企業との共同研究立ち上げ
　③学科横断の起業アイディアの打合せ・調整
　④スタートアップセミナーなどイベントの実施
　⑤スタートアップアイディアの発表
　 こ れ ら の 活 動 を
通じて、学生達はス
タートアップ関連の
必要な内容について、
理解することができ
ると考えます。また、
スタートアップ事業
における学生活動の
支援を行うこととし、
学生が主役となる新

しい技術やシステム、ビジネス創生につながる
取組みに対して経費的な支援を行っています。
また、高専GCON、高専DCONなどのコンテス
ト応募につながる取組みについても積極的に支
援することとしています。
一方、限られた特定の学生に対するスタート
アップ支援だけでなく、全学生に対するFor all
型の教育を実施しています。具体的には
　⑴ Ti-Team（産学連携教育）
　⑵ スタートアップ演習・講義
　⑶ 県内外の工場見学、創業実験実習
　⑷ 課題発見・課題解決型インターンシップ
　⑸ 起業・創業関連コンテストへの挑戦
　⑹ 課題発見・課題解決型卒業研究・特別研

究など
　各学年で、あるいは在学中を通じてこれらを
実施しています。これらの活動を行うことによ
り、学生たちにスタートアップマインド（起業
家精神）を身に付けていただき、地域に根ざし
た新産業創出、企業内新事業の立ち上げなどに
関われる人材の育成を目指しています。

学校長挨拶

スタートアップ教育環境整備事業
− 富山高専の最近の取組み −

富山高等専門学校校長　

國枝 佳明

図：富山高専の行うスタートアップ教育環境整備事業
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　卒業生の皆さん。本日は御卒業、誠におめでとう
ございます。また、保護者の皆様には心よりお祝い
を申し上げますと共に、國枝校長先生、ならびに諸
先生方のご功労に対し、改めて敬意を表したいと
存じます。昨年５月からコロナ感染症が５類となり、
様々な活動が活発化した今年度でしたが、1月1日に
発生した能登半島地震により、多くの方が被災しま
した。石川県ほどの被害ではなかったとはいえ、県
内各地や私の住み暮らす氷見市においてもかなりの
被害があり、全ての復旧にはまだまだ時間がかかり
ますが、多くの方々に支援していただきながらこの
災害をみんなの力で乗り越えていきたいと思います。
卒業生の皆さんも新しいステージであらたな人生を
歩み始めることで、楽しい事だけではなく、今回の
ような困難に直面することがあるかもしれませんが、
これまで高専で培ってきた知識や経験を活かせば乗
り越えられないものはありません。これからのみな
さんの明るい未来は自分たちの手でつかみとならな
ければなりません。頼もしい次代の担い手としての
ご活躍を期待しております。
　さて、富山高等専門学校は平成21年10月に富山
工業高等専門学校も富山商船高等専門学校が統合再
編され、６学科校として設置されました。それまで
はそれぞれの学校の同窓会（ほんごう会、北斗会）
が同窓会活動を行ってまいりましたが統合後10年を
迎えた令和元年10月に統合後の卒業生とほんごう会
理事、北斗会理事により設立総会、理事会を開催し、
富山高等専門学校同窓会を設立しました。これによ
り、富山高専の在学生および卒業生の同窓会は富山
高専同窓会に一本化することとなりました。
新しい同窓会がスタートしたタイミングで、新型コ
ロナウイルスが蔓延したことにより、いまだ思うよ
うな活動ができていない状況が続いておりますが、
それでも少しずつ同窓会としての活動を進めていま
す。主な事業としては
・同窓会報の発行

　ほんごう会、北斗会は同窓会員相互の広報活動
の一環として毎年会報（冊子）を発行し、同窓会

に登録されている会員住所に送っています。富山
高専同窓会では冊子体ではなくＷｅｂによる会報の
発信を行っています。今年の３月末には第４回の
会報を発信する予定ですので卒業生の皆さんにも
是非ご覧になってください。

・同窓生の名簿の管理　
　同窓会員の名簿については、個人情報保護の
観点から会員名簿(冊子)の頒布は行っていません。
しかし、同窓会は卒業後の会員の消息を把握し、
卒業生相互および同窓会・学校間の連絡が取れる
ように名簿の更新と管理の体制を構築したいと考
えています。そのため卒業年度・学科ごとのネッ
トワークを集約し、ほんごう会・北斗会と連携し
て同窓会員の名簿の更新と管理を行います。今年
度は名簿管理に関する契約まで進んでいますが本
格的な運用までもう少しかかるかと思います。

・卒業生、在学生への支援
　学校行事への支援のほか、同窓会および本校
技術振興会（本校のサポート企業）と連携して、
（卒業後・進学後の）就職関係の情報提供、教育
講座の開設等を検討しています。

　以上の事業はあくまでも最低限取り組む事業であ
り、富山高専同窓会はまだまだ若い同窓生の会でも
ありますので、これから若い同窓生らしく、皆様と
共に色々な事業を考えて新しい取り組みにチャレン
ジしていければと考えておりますので卒業生の皆様
には、是非ともこれからの同窓会活動に参加、協力
して頂きたいと思います。
　最後になりますが、これからそれぞれの道を歩ん
でいくこととなりますが、皆さんが個々の道でご活
躍されること、また、一緒にこの富山高専同窓会を
盛り上げて頂けることを祈念し私からのお祝いとお
願いのメッセージに代えさせて頂きます。
　本日は誠におめでとうございます。

令和６年３月12日　オーバードホールにて

卒業生の皆様へ　

富山高等専門学校同窓会長　稲積  佐門
（代読　同窓会理事　K13 田嶋 雄太）

卒業生へエール！

代読する田嶋雄太理事（K13） 
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次 第
１．開　会
２．会長挨拶　　　　稲積佐門会長
３．来賓挨拶　　　　國枝佳明校長
４．母校近況報告　　佐瀬直樹副校長
５．議　事

審議事項
(１) 令和４年度事業報告（案）について
(２) 令和４年度決算報告（案）について
(３) 令和４年度会計監査報告について
(４) 会則の改正（案）について
(５) 役員人事（案）について
(６) 名簿管理システムについて
(７) 令和５年度事業計画（案）について
(８) 令和５年度予算（案）について
(９) その他

○令和4年度　富山高等専門学校同窓会　事業報告
令和４年４月 １日	 入学式に出席（稲積会長）
　　　　４月14日	 ３同窓会長の新校長訪問（稲積会長）
　　　　５月 4日、13日	 令和３年度会計監査を実施（河村監査、山崎監査）
　　　　６月14日	 第１回理事会を開催（Web会議）
　　　　７月26日	 第１回総会を開催（Web会議）
　　　　９月27日	 商船学科卒業証書授与式及び専攻科海事システム工学専攻修了証書授与
		  式に出席、同窓会への加入説明（稲積会長、水谷理事、金山理事）
　　　　11月 4日	 富山高等専門学校技術振興会理事会・総会に出席（稲積会長）
　　　　11月16日	 高専制度創設60周年記念式典・祝賀会に出席（稲積会長）
令和５年３月 8日	 新入生入学説明会における同窓会への加入説明（水谷理事、中島理事）
　　　　３月10日	 卒業証書授与式及び専攻科修了証書授与式に出席、同窓会への加入説明
		  （稲積会長）
　　　　３月29日	 第２回理事会を開催（Web会議）
　　　　３月31日	 同窓会会報をホームページに掲載

令和5年度　富山高等専門学校同窓会

定期総会
日  時 令和5年7月31日（月） 19時00分〜

●Microsoft Teams によるリモート

　令和5年度 富山高等専門学校同窓会定期総会を、令
和5年7月31日（月）19時00分からMicrosoft Teams 
によるリモートで開催しました。
　はじめに稲積同窓会長と國枝校長よりご挨拶を頂き、
次に佐瀬副校長より母校近況報告についてお話を頂いた
あと議事に入りました。予定の審議事項はすべて承認さ
れました。

令和5年度富山高専同窓会定期総会Web会議の様子

  ■  総会資料（抜粋）

國枝校長 佐瀬副校長 稲積会長
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○会則の改正

改正後

富山高等専門学校同窓会会則

制定　　 令和元年10月19日
一部改正 令和３年 ９月10日
一部改正 令和５年 ７月31日

第1章　総　則
（名 称）
第１条　本会は、富山高等専門学校同窓会と

称する。
（所在地）
第２条　本会の本部は、富山高等専門学校校

内に置く。

（省　略）

（役員の選出）
第８条　第6条の役員は、それぞれ次の方法

で選出し、会長、副会長、理事（兼事務局
長）、理事、監査は、総会の承認を受ける。

（１）理事および監査は、理事会により正会
員から選出する。

（２）会長、副会長は、理事の互選により選
出する。

（３）理事（兼事務局長）は、会長が理事よ
り委嘱する。

（４）顧問は、富山高専の現旧教職員、本会
役員経験者および富山高専の支援組織代
表に会長が委嘱することができる。

（５）会長は任務遂行のため富山高専教職員
のうちから若干名を委嘱することができ、
理事に指名することもできる。

（省　略）

附　則
（施行期日）
　この会則は、令和3年9月10日から施行す
る。
附　則
（施行期日）
　この会則は、令和５年７月31日から施行す

る。

改正前

富山高等専門学校同窓会会則

制定　　 令和元年10月19日
一部改正 令和３年 9月10日

第1章　総　則
（名 称）
第１条　本会は、富山高等専門学校同窓会と

称する。
（所在地）
第２条　本会の本部は、富山高等専門学校校

内に置く。

（省　略）

（役員の選出）
第８条　第6条の役員は、それぞれ次の方法

で選出し、会長、副会長、理事（兼事務局
長）、理事、監査は、総会の承認を受ける。

（１）理事および監査は、理事会により正会
員から選出する。

（２）会長、副会長は、理事の互選により選
出する。

（３）理事（兼事務局長）は、会長が理事よ
り委嘱する。

（４）顧問は、富山高専の現旧教職員、本会
役員経験者および富山高専の支援組織代
表に会長が委嘱することができる。

（５）会長は任務遂行のため富山高専職員の
うちから事務員若干名を委嘱することがで
きる。

（省　略）

附　則
（施行期日）
　この会則は、令和３年９月10日から施行す
る。

富山高等専門学校同窓会会則一部改正新旧対称表
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【理事就任】
富山高等専門学校 副校長　佐瀬　直樹
E15			   　 佐藤　圭祐
N82			   　 金山　恵美
国７			   　 宮下日向子

○役員人事（役員の改選）
【理事退任】   
国３	 　七軒　彩香
制１	 　畑　　智貴
国１	 　赤濱　七菜
国１	 　井波　沙依
NE22	 　小川　紗貴
C化学24	 　中島　栄次
※ その他の理事は留任

〇名簿管理システムについて
　　富山高等専門学校同窓会名簿管理システムについては、沼津高等専門学校同窓会の名簿管理システムにお

いて実績のある株式会社アーティスティクスに依頼する。
　　各自が設定するID/PWによりログインすることにより、本人情報の更新や公開・非公開を設定できるよう

にする。また、今まで同様に名簿の冊子等の頒布は行わない。
　　なお、費用は初期投資として95万円程度の他、年間利用料金が60万円程度の予定である。

〇令和５年度　富山高等専門学校同窓会　事業計画	
　令和５年 4月 4日	 入学式への出席（稲積会長）
　　　　　 5月 9日、29日	 令和４年度会計監査を実施（河村監査、山崎監査）
　　　　　 6月13日	 第１回理事会を開催（Web会議）
　　　　　 7月31日	 第１回総会を開催（Web会議）
　　　　　 9月27日	 商船学科卒業証書授与式及び専攻科海事システム工学専攻修了証書授与式　　　　
		  への出席・同窓会への加入説明（稲積会長）
　　　　　11月	 富山高等専門学校技術振興会理事会・総会への出席（稲積会長）
　令和６年 3月	 新入生入学説明会における同窓会への加入説明
　　　　　 3月	 卒業証書授与式及び専攻科修了証書授与式への出席・同窓会への加入説明
		  （稲積同窓会長）
　　　　　 3月	 下旬同窓会会報を発行
　　　　　 3月	 下旬名簿管理システムの導入　
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令和６年 4月	 入学式に出席
　　　　 4月	 令和４年度会計監査を実施
　　　　 開催日未定	 第１回理事会を開催（Web会議）
　　　　 開催日未定	 第１回総会を開催（Web会議）
　　　　 9月	 商船学科卒業証書授与式及び専攻科海事システム工学専攻修了証書授与式に
		  出席、同窓会への加入説明
　　　   11月	 富山高等専門学校技術振興会理事会・総会に出席
令和７年 3月	 新入生入学説明会における同窓会への加入説明
　　　　 3月	 卒業証書授与式及び専攻科修了証書授与式に出席、同窓会への加入説明
　　　　 3月下旬	 同窓会会報をホームページに掲載

  ■  令和６年度　富山高等専門学校同窓会　事業計画（案）	

令和５年 4月 4日	 入学式に出席（稲積会長）
　　　　 5月 9日、29日	 令和４年度会計監査を実施（河村監査、山崎監査）
　　　　 6月13日	 第１回理事会を開催（Web会議）
　　　　 7月31日	 第１回総会を開催（Web会議）
　　　　 8月 2日	 ３同窓会長と富山高等専門学校長との面談（稲積会長）
　　　　 9月27日	 商船学科卒業証書授与式及び専攻科海事システム工学専攻修了証書
		  授与式に出席、同窓会への加入説明
		  （稲積会長、水谷理事、金山理事）

11月 2日	 富山高等専門学校技術振興会理事会・総会・交流会に出席
		  （稲積会長）

11月 6日	 第２回理事会を開催（Web会議）
令和６年 3月 7日	 新入生入学説明会における同窓会への加入説明
		  （中島先生、金山理事）
令和６年 3月12日	 卒業証書授与式及び専攻科修了証書授与式に出席、同窓会への加入
		  説明（田嶋理事）
令和６年３月31日	 同窓会会報をホームページに掲載

  ■  令和５年度　富山高等専門学校同窓会　事業報告（案）		

令和6年度　定期総会　審議事項（予定）
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母校近況

　今年度は新型コロナウイルスが第 5
類となり、今までの 3 年間よりも自由
度の高い行事を行うことができました。
特に、今年は、球技大会を春季と秋季
で二回行うことや、カッターレース大
会で校内を使った謎解きスタンプラ
リーを開催し、より学生が楽しいと思えるような行事を作りました。
　また、私個人の活動として、学生会の風通しを良くするために、行事前後でアンケートを行い、
改善点やアイデアを集め、行事の質の向上に努めました。これにより、行事に対する、学生の満足
度や不満点を数値や意見で得ることができ、成果と課題をより具体的に得ることができました。

球技大会
　5月23日と10月17日に球技大会を開催し
ました。今年は例年と異なり、春季と秋季の
二回開催でした。より多くの学生が同じ競技
で楽しめるようにと借り物競争を取り入れ、
ルールの見直しを行い工夫を凝らして運営を
行いました。その甲斐もあり、行事後のアン
ケートで、8割強が楽しかったと回答してく
れ、笑顔の絶えない、行事になりました。
　また、今年から、行事ごとにHPを製作し、
競技の進行状況をリアルタイムで更新するこ
とにより、競技の円滑な進行を図りました。

カッターレース大会
　7月6日にカッターレース大会を開催しました。本
年のカッターレース大会はカッター競技に加え、校
内で謎解きスタンプラリーを開催しました。その狙
いは、競技ごとの空き時間も楽しく過ごせるように
することと、普段は入らない、他学科の専門教室に
謎解きを配置することで、富山高専ももっと知って
もらうことでした。
　また、カッターレース大会開催中に校内
でかき氷屋を開きました。天気が良いこと
もあり、最終的にはかき氷は完売しました。
かき氷で出た利益は学生会行事の景品に回
すことで、イベントごとの景品を豪華にす
ることができました。
　あいにく強風でカッター競技は中止と
なったものの、校内謎解きスタンプラリー
のおかげもあり、最後まで実りのある、行
事を作ることに成功しました。

令和5年度
射水キャンパス学生会長
商船学科 4年

坂井  雅空

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て

7月6日　カッターレース大会 

アルティメット

ドッジボール
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母校近況

　今年度の学生会活動は既存行事の
改善と新たな試みへの挑戦に力を入れ
ました。新型コロナウイルス感染症の
脅威が減少したことを機に、既存行事
を対面での実施に戻し、既存の形より
改善しました。特に6月に行った北陸

地区高専大会壮行会では、選手の登壇と校歌斉唱を復活させることができ、学生全員で選手たち
を激励しました。
　また、昨年度から年度内に2回開催するようになった校内球技大会ではwebアプリケーション
「SportsDay」を有志学生が開発し、球技大会運営に利用しました。このアプリはスマホ1台で
試合や担当する審判の時間を可視化することが出来ました。これによりこれまで膨大な時間か
かっていた集計の効率化や競技会場の印刷物の削減など作業時間の削減が出来ました。これによ
り従来の球技大会より潤滑な運営が可能となりました。
　新たな試みとしては、校内の省エネ活動に取り組みました。放送や掲示物を用いて学生に節
電の呼びかけを行ったほか、先述した「SportsDay」のように学生会活動の資料をデジタル化し、
印刷物を削減しました。この活動は学生にあまり認知されていなかったことなどまだまだ課題が
残る形となりました。来年度この活動がどのように展開されていくのかが楽しみです。
　学生会長個人としては、学生会役員の確保や活動可視化に取り組みました。特に下級生には学
生会活動の紹介と勧誘を行いました。私自身、低学年の時に学生会が何を行っているのかほとん
ど知りませんでした。学生に活動を認知させることこそがやる気のある人員の確保や学生会活動
の発展につながると感じ、この活動を行いました。今年度集まった役員の人数が過去最多クラス
となったことや行事が全て問題なく進めることが出来たことがこの1年の大きな成果であると自
負しております。

志峰祭
　11月11日、12日に本郷キャンパスにて志峰祭を行いました。
　実に4年ぶりとなる2日間での実施となりました。

  当日は惜しくも天候には恵
まれませんでしたが、学外か
らも大勢の方にご来場いただ
きました。
　文化部や各クラスの個性あ
ふれた展示や新たな照明器具
を用いたステージ企画とバン
ドライブなどで当日は大いに
盛り上がりました。

令和5年度　
本郷キャンパス学生会長　

　電気制御工学科

安田　翔　

　

志峰祭
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練習船若潮丸を活用した被災地支援
練習船若潮丸船長　N82  金山  恵美

　令和 6 年 1 月 1 日の能登半島地震で被災し断水が続く地域の災害支援を目的とし
て、校内の教職員から支援金を募り購入した飲料水約５トンを、1月27日（土）練
習船若潮丸を活用して七尾市に届けました。支援物資の練習船若潮丸への積込には、
商船学科の有志の学生も協力しました。

トピックス

能登半島地震被災地への支援物資の輸送

 練習船若潮丸からの支援物資の搬出（七尾港）

七尾港に向け出航する若潮丸。

 支援物資の移送
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　平成元年に企業から富山工業高専金属工学科へ赴
任して，令和6年に富山高専で定年を迎えます。
　赴任直後のころは，エネルギーを持て余し，爆発
させたい学生が数多くいました。写真1は，その頃の
運動会の棒倒しです。今ではありえませんが，監視
役の先生たちがいるにもかかわらず，学生間の殴り
合いは当たり前。棒を守り，棒を倒し（殴り合い）に
行ったのが金属工学科5年生で，このクラス担任が私
です。運動会中は，ほとんど見かけないのに，なぜか
棒倒しと騎馬戦が開始する直前に全員出席。運動会
以外にも，数多くの校則違反や交通事故などで問題
ばかり起こす学生たちばかり。でも，今でも自慢のク
ラスです。クラスの団結が強く，入学した学生が誰一
人欠けることなく全員卒業した富山工業高専で初め
てのクラスです。
　クラブ顧問は，卓球部，女子バレーボール部，野球
部，バドミントン部を担当しています。卓球のルール
も知らないのに全国大会に卓球部員を引率し，まだ
オープン競技だった女子バレーボールの全国大会に
参加するために部員を引率しました。競技判定に不
服を言ったら，イエローカードを出され，部員からダ
メ出しをもらうような頓珍漢な顧問です。
　写真2は，本郷キャンパス専攻科棟（旧金属工学
料・環境材料工学科棟）から見える劔，大日と立山連

峰です。初春の風景です。毎年，学生が入学し卒業
していく。時の流れとともに学生たちの気質は変わ
り，学生への対応はそれに合わせて変わっています。
写真１の運動会が，令和では平和的な球技大会に変
わっているのが例の一つです。ですが，マイノリティ
の高専や高専の学生がやるべき根本は，昔も今も変
わらないと考えています。それを毎日のように思い起
こさせ，コントラストをつけてくれるのが，いつも変
わらない立山連峰です。
　金属工学科は平成4年に環境材料工学科へ改組し，
平成25年に統廃合しました。環境材料工学科の最後
の学科長であった私としては，卒業生たちが振り返
る思い出の場所を無くしてしまったことに対して，申
し分けなく思っております。しかしながら，科学･工
学の進歩とともに，数年前の先端技術は必ず陳腐化
します。改組や統廃合は，今と未来の技術に合わせ
て行ったものとご理解してください。
　あっという間でした。自分の好きなことができる環
境を求めて，幾つかの職場を転職しましたが，10代
後半をすごした富山高専で定年を迎えるのは不思議
な気持ちです。風変わりな私がここまできたのは，関
わった全ての学生たちと教職員の忍耐のおかげです。
感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございま
した。

退職教員退職教員からのからの

メッセージメッセージ

立山のごとく凛々と

機械システム工学科　高橋  勝彦

写真2写真1
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　1991年4月に前身の富山工業高等専門学校・物
質工学科に異動してきて27年間が経ちました。富
山に到着して雪を冠した立山連峰が目に飛び込ん
できた時の感動は忘れることができません。大げ
さではなく、本当にここは日本なのかと思いまし
た。更に、カッコウが鳴いていたり雉が民家の庭
から道路に走り出てきたり、夏には近所の川でホ
タルが舞っていたり、交通の便はよく買い物も便
利、なんと素晴らしい環境が富山にそろっている
のかと思ったものでした。また、当時の富山工業
高専の雰囲気は、学生の年齢が若いことを除けば
大学の持つ雰囲気が強く感じられる学校だと思い
ました。物質工学科で行われていた研究は、人の
ために有用な研究に限らず、化学（科学）の面白
さを追求する内容もかなり多かった記憶がありま
す。当然のことながら、全員がそういった研究を

行えば日本はダメになってしまいますが、やはり
知的好奇心を追求するのも学校でしかできない
こととして重要であると思います。物質化学工学
科に衣替えした後は、実利追求の色合いが極めて
強くなっています。応用分野に力を注ぐこと当然
素晴らしいことです。ところが、いわゆる「ばっ
かり」になると、これはこれで宜しく無い可能性
があります。応用研究も基礎研究も両方とも重要
であり面白いことを学生さんたちにはちゃんとわ
かって欲しいものです。
　ここから先は後藤研究室に限った極めてマニ
アックな内容です。私の研究室に所属することに
なった日に渡し続けてきた資料の文面の一部を
以下に記します。所属した学生さん達は懐かしく
思ってくれるでしょうか。

【文面の抜粋】研究室に配属されたら毎日顔を出
して当たり前です（実験せよと言っているのでは
ない）。研究室に顔を出すことの最大のメリット
は、「実験の腕を磨く場が与えられた」というこ
とはもちろんですが、そんなことよりも、広範囲
にわたる科学の話が飛び交う場（私の研究室の場
合は有機化学と生命科学を扱う場）に学生が身を
置くことで、多様な知識や物の考え方が耳学問に
よって自然と身に付くところにあります。また逆
に研究室における指導教員の義務の一つは、与え
たテーマについてのみ学生と係るのではなく、現
在の科学の流れや今後の科学の進むべき方向性、
科学の歴史について話をする（話が出来る）こと
であると考えます。実際に手を下す研究分野は、
あれもこれもと沢山は出来ないのが実情であり、
限られた範囲になってしまいます。しかしその分、
耳学問により広い視野で科学を見る能力や語るこ

とができる力を身に付けることが必要不可欠であ
ると考えます。私の希望は私の研究室に所属した
学生が、このような私の考え方を約一年半の間に
理解してくれるようになることです。まあ、だま
されたと思って洗脳されてみて下さい。化学は賢
くなくても出来るのです。或る程度の知識は必要
ですが、大切なことは経験と感です。私の口癖で
すが、「経験に裏付けされた感はあたる確率が高
くなる」です。先輩によく教わって実験のノウハ
ウを修得し、早く自分で感を働かせ実験が出来る
ようになってください。
　最後にもう一つ、私の持論：科学（化学）は芸
術です。美しくなければなりません。美しいもの
には必ず機能が備わっています（しかし, 美しす
ぎると機能は消えてしまいます→この研究室を出
ていくまでに私の持論の意味が分かってもらえれ
ば嬉しいのですが…）。

27年経っても思うこと

物質化学工学科　後藤  道理
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　私は平成６年4月に当時の金属工学科に赴任し

てから本年で無事定年退職を迎えることになりま

した。私は普通科高校出身で、大学院時代、神奈

川県の私立高専の数学担当非常勤講師を務めるま

で高専について全く知りませんでしたが、この経

験を通して高専教育のすばらしさを実感し、高専

教員への強い希望を抱き続け、できれば高専教員

になりたいという夢を抱き続けておりました。し

かし大学院修了時点ではその夢はかなわず、指導

教官の強い勧めにより石川県庁（県工業試験場）

に勤めました。工業試験場時代は中小企業への指

導が主な仕事でしたが、ここで指導と教育の大き

な違いを見せつけられました。

　教育は、例えば後世で誤りであることがわかっ

た事実を教えても、そのことで責任を問われるこ

とはない一方、指導はそうはいかない。例として

例えば教育では従来冥王星を惑星とし教えてきま

したが、現在では惑星からは外されています。一

方指導は例えば集団予防接種においけるB型肝炎

感染において、当時は解らなかった問題が後世で

明らかになった場合でも責任は取らなければなら

ない。すなわち指導は極めて慎重に事を運ぶ必要

があり、かなり責任の重い業務となります。これ

が負担となり、再び高専教員への道を模索してい

たところ、本校に赴任する機会を得て夢をかなえ

ることができました。高専赴任後、主にFRPリサ

イクルや高分子固体の力学的性質について特にノ

ルマ等しがらみのない環境で自由奔放に研究させ

ていただいたと感謝しております。もちろん今日

まで幾多の難題に直面しましたが、多くの学生諸

君に支えられて乗り越えることができました。と

りわけ歴代担任したクラスの学生、赴任以来担当

した水泳部部員、卒業研究、専攻科特別研究を通

して優秀な成果を挙げてくれた研究室所属学生を

はじめとした学生諸君に心から感謝する次第です。

最後になりましたが定年退職に当たり、教職員一

同ならびに学生諸君のこれからの益々のご健勝と

ご発展を願う次第です。

定年退職に当たって

物質化学工学科　高廣  政彦
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　1989年11月に中国上海から留学のため来日し，東
京商船大学（現東京海洋大学）大学院で修士の学位
を取得しました。その後，大手企業に5年間に勤めまし
た。1996年に国際ビジネス学科（旧国際流通学科）新
設の翌年，1997年6月末に会社を辞して，1997年７月
に富山高等専門学校（旧富山商船高等専門学校）に，
ネイティブスピーカーの中国語講師として着任しました。
　中国語を習ったことがある学生は皆が同じことを
言います。「中国語は難しいです」や「中国語は大変
です」など・・・。これは事実です。なぜならば，中国語
の発音数は非常に多く，殆どが日本語にない発音です。
音節は100以上あり，その上，一音節に四つの声調が
あって，要するに全部で400以上の発音があります。学
習する側には発音するのは大変難しく感じられ，聞き
取りも大変困難です。教える側も簡単ではなく，どうす
れば，学生たちが 6か月間に400以上の音節を正しく
発音でき，さらに発音を聞いて，発音記号ピンインを書
けるようになるか，常に悩んでいました。そのため，３
年間かけて上海復旦大学に通って，中国語教育法など
を勉強し，外国人に教える中国語教師のライセンスも
取得しました。更に「中国語音声研究所」という中国
の国立音声研究所で，中国語の音声研究の専門家の
先生たちと一緒に外国人向けの中国語の発音の教授
法を研究していました。2004年に東京海洋大学にお
いて，中国語の発話の音声学的研究で博士（工学）の
学位を取得しました。今も国内外の音声研究の専門家

と一緒に，中国語の発音や音声認識などの研究をして
います。
　教育目標としては，学生たちが正しく発音ができ，日
常会話を聞き取れ，コミュニケーションが取れるよう
になるよう取り組んで来ました。授業中に学生たちに
話せる色々なことを工夫し，マンツーマン指導をしたり，
年に３～４回face to faceの口述試験をしたり，学生
の皆さんの努力の賜物ですが，富山県の中国語スピー
チコンテストで毎年第１位を獲得し，富山県代表として
全国大会に推薦され，全国大会で入賞された学生さん
も少なくありません。とても誇らしく思っています。将
来，今まで学習した中国語を活かして，就職やキャリヤ
アップなどの切り札にすれば，仕事の幅を広げること
にも役立つことを目標としていました。
　研究ではルチメディア技術を用いた中国語発音教育
のコンピュータ援助指導システムの開発のため，中国
語の発音を分析し，発話の特徴や評価法などを提案し
ました。更にそれらの研究結果を用いて，発音訓練用
のシステムを開発しました。毎年、国内学会や国際学
会で研究発表してきました。お陰様で５回科研費に採
択されました。それらの実績は皆様のご協力とご指導
が無ければやってこられなかったと思います。
　この度，2024年3月をもって退職になります。着任
してから2７年になり，この期間を通して教育と研究に
取り組むことが出来て，身に余る充実した時間でした。
本当に有難うございました。

ありがとうございました

一般教養科　星野  朱美

中国語授業2022年第39回全日本中国語スピーチコンテスト全国大会
国際ビジネス学科才記亜子学生入賞
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「和解寮の想い出」　
　私が本校に着任したのは、旧富山商船高専（現
射水キャンパス）で、全寮制だった名残がまだ色
濃く残っていた時代でした。自分も、学校は違え
ども全寮制の男子校で学んだこともあり、懐かし
くもありました。その当時の和海寮では上下関係
が厳しく、1年生の規則違反は、集団責任で学生
が朝ランニングをさせられていました。私として
は上級生が率先垂範かつ模範で一緒に走ってお
らず、この辺に物足りなさを感じていました。事
後この熱い想いが上に伝わってしまったのか、寮
務主事の任を仰せつかりました。当時一緒に寮の
管理に携わっておられた清水先生（現富山県立大
学）から、学生寮長を沼津高専の寮に研修に行か
せる提案がなされました。当時の沼津高専の寮は、
寮務主事指導の下、実質は学生の自主自律運営で
した。低学年は全寮制で約400人+上級生の寮生
併せて600人程の学生を、教員 2 名の当直で廻し
ていたと記憶しています。一番の特徴は、夜 8 時
になれば学習開始で、学生自ら携帯電話の電源を
切り学習体制に入ります。消灯は自動消灯では無
く、自ら意思で電気を消す。点呼も学生が行い当
直教員に報告する。各寮棟には、学生寮長および
その補助スタッフがおり、基本学生が規則等を立
案、寮務主事の許可・裁可を得て運営する。学生
寮長には、実質的な権限が与えられる。実際、運
営に寄与する学生も、ある意味責任が伴うので大
変です。射水キャンパスから研修に行った学生の
カルチャーショックは大きく、少なくとも「同じ
高専でありながら、こういう世界もあること」の
認知はできたみたいでした。和海寮だと、当時の
自習巡検と言えば、返事をしてその後は体育館に
自主トレに行くのが常識でしたから、同じ高専生

が「携帯電話の電源を切り、自ら机に向かう」は
信じられない世界だったみたいです。書き方は悪
いですが、私も「寮」とは、強制力もしくは威圧
行為？で管理する世界しか知らなかったので、自
主自律で運営できることは、まさに目からうろ
こでした。今、射水の和海寮で1年生の勉強会と、
寮長との懇談会である水曜会が続いているとのこ
とですが、これは沼津高専との交流のなごりだと
思います。
「留学生の楊君の想い出」
　2 F実験室で中国からの留学生 楊君がしょんぼ
りしていました。理由は長岡技大の奨学金に落ち
てやむなく工学系で無い学部に編入学するとのこ
と。私は、その時ぼそっと「じゃあ大学院は、工
学系の所に行けばいい。」とあくまでも慰めの気
持ちで言いました。その後、電磁気や電気回路の
演習書を貸して欲しいとか、割と煩雑な依頼が
来ました。その後返って来た本には、メモ書きが
直接書きこんであり閉口しました。ただ、その時
添えられていた手紙には、先生のアドバイス通り
東大大学院に受かりましたとの報告がありました。
今は、北京交通大学　楊中平教授です。
「稲積佐門同窓会会長」
　寄稿をよせさせて頂いた本同窓誌の稲積同窓会
会長も、私が担任をさせて頂いた一人です。当時
の彼を知る者とすれば、まさか市議会議員の先生
になり、同窓会の為に骨を折る人材とは、学生の
可能性はまさに測り知れません。
　本校も今は、工学系から文系、商船系で構成さ
れている全国でも唯一無二の総合高専に変革して
います。これからの時代を担う本校の益々の発展
を願っています。大変お世話になりました。あり
がとうございました。

学生から学ぶ

電子情報工学科　水本　 巌
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　1976年に富山工業高等専門学校電気工学科に

入学し、大学編入学等を経て、1987年4月母校に

赴任、合計42年間お世話になりました。

　助手として赴任した頃は、新任教員が電気製図

の授業と学生実験を受け持つのが慣習で、私も両

方を最初に担当しました。ほとんどの実験は、私

が学生の頃に学んだ内容と同じものでしたが、着

任後2年して電子回路実験を担当することになり、

実験室の改修と実験内容の一新を図りました。ブ

レッドボード上に回路を構成し、特性測定する実

験は、放課後遅くに終了することもありましたが、

学生一人一人と直接交わる良い機会でした。

　大学院生の頃、講義科目「電気回路」のTAとし

て学部生に回路演習を教えていました。講義を担

当する教授陣とTAの大学院生が回路演習の準備を

綿密に行い、学部生の学習意欲の向上、学問習得

力のアップに努力しました。高専着任から数年後、

電気回路、電気磁気学や電子工学の基礎を学生に

教えることになりましたが、内容の絞り込み、原

理・用途の解説や暗記方法の工夫、演習など、そ

のときの経験が大変役立ちました。

　卒業・特別研究は、私自身の研究生活の礎で

あり、卒研生、特研生との研究合宿、学会での研

究成果発表は楽しい思い出です。約140名の卒業、

修了生が企業で活躍し、進学先での飛び級、学会

賞受賞等の便りが私の宝物です。

　4、5年生の担任業務は大変でしたが、進路決定

の瞬間まで立ち会うことは、教員冥利に尽きるも

のでした。富山高専統合の2009年に電気工学科

から電子情報工学科に配置換えとなりました。統

合完了の2014年に射水Cへ教員室が移転し、同

時に電子情報工学科4年の担任となりました。統

合により射水Cへ移動した教員は私独りで、初め

て体験する行事や異なる校務運営（当時）等に戸

惑うばかりでした。電子情報工学科ならびに他学

科の諸先生には優しく迎えて頂きました。勝手の

わからないままに担任を務めることに必死でした

が、学生たちが私を一員のようにカッターレース

や北斗祭に巻き込んでくれました。個性的な学生

が多く、出席日数の危うい学生や学生補導等の苦

労もありましたが、明るく活気のあるクラスとの

日々は、射水Cでの教員生活の素晴らしい始まり

となりました。

　年々進化・発展する高専教育システムの中、優

れた学生（後輩）が輩出されることを願っており

ます。また、富山高等専門学校の卒業生、修了生

の益々のご活躍を祈願しております。

高専生活を振り返って

電子情報工学科　椎名　 徹



18

制6　佐竹 大樹

近 況 報 告
卒業学科の「略称」と「期」については同窓会HPを参照ください。

同窓会の皆様、初めまして。2020年に電気制
御システム工学科を卒業した佐竹大樹です。
　私は本科を卒業後、専攻科を修了いたしまし
て、東北大学の大学院に進学しました。高専の
研究室で研究していた放射線・原子力分野につ
いて深く勉強するため、量子エネルギー工学を
専攻しました。そんな2年間の大学院生活も終
わりを迎え、この春から私も社会人の仲間入り
をさせていただきます。思い返してみるとあっ
という間の学生生活でした。
　高専に入学したのは、今から9年も前のこと
になりますが、昨日のように鮮明に思い出すこ
とができます。中学校までの義務教育を終え、

普通科の高
校ではなく、
専門性の高
い世界への
一歩を踏み
出した日でした。専門科目の授業に加え初めて
の90分授業や、単位制による進級等、大学に
近い環境での勉強の日々はどれも新しく、あわ
ただしく過ぎていったことを覚えています。あま
り褒められた生徒ではなかったのでテスト勉強
やレポート課題などを徹夜で仕上げたこともあ
りました。それでも友人たちと５年間を過ごし、
かけがえのない時間であったと思います。今も

当時の友人たちと遊
びに行くほど仲もよ
く、高専での時間が
私たちの絆につな
がっていると思いま
す。
　少し話は変わりま
すが高専に入学し
て一番大きかった出
来事は研究室配属
であったと思います。
高田英治先生の研究
室に入り放射線につ
いての研究を行って
いました。初めての
研究生活は、大変な
ことも多かったです
が、研究者・社会人
としての心得を早く
から学ぶことができ
たと思います。また、

六ケ所原燃PRセンター

研究室内成果報告の様子

チェルノブイリ記念

研究会参加

応用物理学会参加
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 　同窓会会員の皆さま、こんにちは！国際ビ
ジネス学科3期生の勝島歩美（旧姓：河尻）と
申します。高専を卒業してから、約7年がたと
うとしていますが、今、私が『自分らしく、心
地よく』働けているのは、学生時代の経験や学
びのおかげであると、心から感謝しています。
　私は卒業後、富山県庁に入庁し、2023年5
月まで約6年間行政職員として勤務しました。
現在は、「自分らしく心地よい働き方ができる
人を増やしたい」という想いから、ウェルネス
コーチとして、自己実現したい方の伴走支援を
しています。また、オンラインでの中国人向け
日本語レッスンの提供やサポートキーボードな

どのお仕事もし
ています。まさ
か自分が公務員
を退職して、こん
なに色々なこと
に挑戦する人生を歩むとは想像もしていません
でしたが、学生時代に学んだ「中国語」や「挑
戦することの大切さ」のおかげで、私の人生は
大きく変わったと感じています。
　私は入庁後2年が過ぎた頃、中国遼寧省への
職員派遣に立候補し、県職員の代表で、遼寧
省政府国際交流員として、半年間中国で勤務し
ました。立候補する前は、周りの優秀な職員と

比べてばかりで自信をなくし、立候補
を諦めようと思ったこともありました。
しかし、「挑戦してみなければ分から
ない！」と思い、学生時代に中国語を
学んだことや、学生生活の経験を伝え
たところ、見事に希望が叶いました。
中国での生活は非常に刺激的で、世界
各国の200名以上の方々と交流する機
会に恵まれました。また、日本語を学

　　　国３　勝島（旧姓 河尻）歩美

中国遼寧省の大学における講義の様子

本科5年生の時には、ご縁がありウクライナの
チェルノブイリ原発へ見学に行かせていただき
ました。今は、ロシアによる侵攻によってかな
りセンシティブな場所となってしまいましたが、
世界における原子力の歴史に触れた良い経験で
ありました。その後も専攻科へと進み、研究を
続け、高エネルギー加速器研究機構での外部
実験や研究会での発表など様々な経験を得た後、
東北大学へ進学いたしました。東北でも原子力を
専攻したことや、就職先に原子力分野を選んだこ
とからもこの研究室での経験が私の人生におけ
るターニングポイントであったと思います。
　東北大学ではホウ素中性子捕捉療法に関す

る研究を行っており、仙台での実験のみならず、
青森県の量子科学センターへ出張しての実験、
応用物理学会への参加等、多くの研究活動に勤
しんできました。修士という研究室でも責任あ
る学年となり自身の研究のみならず、研究室運
営、他の実験補助等の経験を積むことができま
したし、この2年の修士生活はさらに私の力に
なったと思っています。
　春からは原子力関連の仕事に携わらせていた
だくことになっており、研究室で出会った原子
力が就職まで直結することとなりました。7年
間高専で学んだことが社会に出てからも生かす
ことができるよう精進していく所存です。
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　2021年に国際ビジネス学科を卒業した川口
侑輝です。卒業後は、県外の大学に編入して教
員免許状を取得し、昨年の4月から高校の英語
教師として働いています。
　大学では、通常の授業に加えて、4年間の教
職課程を2年で修了しなければならず、忙しい
日々を過ごしていました。しかし、今は大学時
代のさらに3倍忙しい毎日で、家に帰ったらご
飯を食べてそのまま爆睡してしまいます。教員
の仕事は授業以外にも多岐に渡っており、高専
の先生方が自分たちのためにどれだけ労力を割
いてくださっていたのかを身に染みて実感して
います。
　教員生活は新たな発見の連続で、とても充実
しています。授業では、自分が英語を勉強して
いたころを思い出しながら、どんな風に説明す
ると分かりやすいか、どんな活動を行うと印象
に残りやすいかなど試行錯誤を繰り返してしま
す。この1年だけでも、新たな文法事項を教え
るたびに、生徒の英作文がどんどん良くなって

いるのを実感しており、やりがいを感じていま
す。
　部活動では、自分は学生時代に剣道をして
いましたが、現在は弓道部の顧問をしています。
同じ武道でも競技に対する心構えが異なってい
て、とても勉強になります。生徒との距離も近
く、子どもたちのフレッシュなエネルギーを浴
びて自分が高校生に若返った気分になれるのも、
この仕事が好きなポイントです。
　来年からは今以上に多くの仕事を任されこと
になると思いますが、生徒との関わりが増える
いいチャンスだと考え、自分自身の成長にもつ
なげられるよう努めていきたいです。

ぶ大学生の皆さんに、日本文化についての講義
をすることもあり、自分の言葉で何かを伝えた
り、表現したりすることにやりがいを感じまし
た。
　帰国後は、国際課で中国との友好交流に関す
る事業に携わっていましたが、今後のキャリア
について考えた時に、自分の能力や好きなこと
を活かして、自分らしく仕事がしていきたいと
感じるようになりました。悩んだ結果、公務員
を退職し起業することを決めました。退職直後
は、オンラインで中国人の日本就職支援を行い
ましたが、この仕事は、中国で知り合った方と
のご縁のおかげで始められた仕事でした。あの
時、挑戦することを決断できたおかげで、素敵
なご縁にも出会うことができました。

　今私が思うことは、「挑戦すれば可能性は無
限大」だということです。私たちは、気がつく
と自分ではなく、周りの声や評価を優先して行
動してしまうようになります。様々な経験のな
かで、周りと比べて自信がなくなったり、本当
にやりたいことに挑戦する勇気がなくなったり
します。でも、行動や考え方１つで、自分の人
生は変えられるということを伝えたいです。私
は今、自分らしく、ウェルネスコーチや日本語
の先生、音楽活動ができていることに、幸せを
感じています。今後も、これまでの経験を活か
し、日々の働き方に悩んでいる方々が、自分ら
しく心地よい働き方を叶えていけるような支援
活動をしていきたいと思います。

国7　川口  侑輝
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 　2023年度より、同窓会理事に就任致しまし
た、国際ビジネス学科7期生の宮下です。本科
を卒業した後、専攻科へ進学し、2023年の春
に東京の会社へ就職しました。元々、富山での
就職も視野に入れておりましたが、競争のある
環境で揉まれ成長してからの方が、貢献度が
高いのではないだろうか、と考え、建設業界の営業職に飛び込みました。しっかりとした基盤の事
業がありながら、第二創業期として分社化した所へ配属になり、社会人としての基礎、営業のイロ
ハを学びました。業界や会社を問わず活用できる話し方・聞き方1つから、目的意識・数字の意識、
分析力などを先輩や上長からご指導いただき、貴重な経験になったと思っています。現在は、入籍
を機にUターンし、地元メーカーで勤務しています。2月に転職しましたので、まだまだ業界や会
社知識を学びながらの日々を過ごしています。
 　学生時代は、高専という環境を謳歌した生活を送らせていただいたと思っています。友人や先
輩、教官方に恵まれ、学業はもちろんのこと、部活動に寮生活、学生会、アルバイト等、無駄な時
間はどこにも無く、全力でやり切ったからこそ得られた経験や学びが多かったと自負しております。
中でも部活動は最も力を入れた活動でした。所属はバスケットボール部ですが、初心者からのス
タートだったので、経験者との差を埋めるために必死に練習していました。3年次以降はキャプテ
ンを務めさせていただいたので、自分の技術的なスキルアップだけではなく、チーフをどうまとめ
るのか、部活動としてどう運営していくのか、どう後輩を指導すべきか、ということで四苦八苦し
ていました。卒業論文と特別研究は、人材育成をテーマにしていたので、当時から私の興味関心は
変わらなかったのだと思います。
　在校生の皆様にも是非、何かを成し遂げる、やり切る経験をしていただけたらと思います。勉強
でも遊びでも、突き詰めれば得られるものが必ずあると思いますし、自分と向き合い、何が自分に

とって大事なのかという「軸」を見つ
けられると思っています。長くて短い
高専生活をどうか謳歌してください
ませ。

｜新｜理｜事｜紹｜介｜

国7　宮下  日向子

理事就任のご挨拶
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　同窓会報Vol.4をお届けします。令和5年はロシアのウクライナ侵攻に加えイスラ
エルのガザ地区への攻撃が始まり、令和6年こそは平和で平穏な年となりますよう
に、と祈りながら迎えた元旦に能登半島地震が発生しました。被災された方々に心
よりお見舞い申し上げます。
　私が住む氷見市も断水が続き、翌日給水のために車で本校射水キャンパスに向

かいました。途中の伏木では給水車に並ぶ長蛇の列、新湊漁港沿いの通りでは地割れや液状化で陥没し
た路面を目の当たりにしながら、Uターンを繰り返してしてようやく学校にたどり着きました。射水キャンパ
スでは地震発生直後に多くの近隣の住民の方々が津波に備えて避難されてきたと聞きました。本校が卒
業生だけでなく地域の方々からも身近な存在となっていることを実感しました。
　本会報で母校と卒業生の近況をお伝えし、いつまでも卒業生の皆さんが母校を身近な存在に思えるよ
うになればと思います。

　この度、国立富山高等専門学校同窓会の事務職員としてお世話になること
になりました筏井たか子と申します。歴史ある富山高専の同窓会でお仕事を
させて頂けることになり、大変光栄に存じます。また私の娘も現役生として富
山高専で学んでおりますので、同窓会の運営に携わることができるとは、思い
もよらない喜びでございます。
　富山高専の同窓会は、卒業生の皆様が互いに支え合い、学び続ける場とし
て大切な役割を果たしているとお聞きしました。富山高専同窓会が、卒業生の皆様が卒業後も変わらぬ
絆で結ばれた、温かいコミュニティであり続けるよう努めてまいります。
　また、これからの同窓会活動が、皆様にとって有意義かつ楽しいものとなるよう、関係者の方 と々協力
しながら、円滑な運営のサポートに尽力して参ります。皆様の温かいご指導とご鞭撻を、心よりお願い
申し上げます。
　本校のさらなる発展と、同窓生の皆様のご健康とご多幸をお祈りいたします。今後ともどうぞよろしく
お願い申し上げます。

同窓会事務局からのお知らせ

事務職新任のご挨拶新事務局員紹介

　昨年度より本同窓会およびほんごう会、北斗会のメンバーによる「名簿統一化WG」で検討した方針を
受けて、名簿管理会社として㈱アーティスティックスを選定・契約し、本年6月末にシステムの運用開始
を目指し準備を進めています。
　名簿管理システムは、富山高専同窓会ホームページhttps://nc-toyama-dousoukai.jpから、アクセス
可能です。また、システム内の会員個人の各項目に関する公開・非公開については、会員自身で設定が可
能なシステムです。
　準備ができ次第、各会員に対し、名簿管理システムへログインするためのID/PWを郵送する予定です。

簿管理システムの運用開始について会員の皆様へ
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筏井  たか子


